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これまでの研究で、Rasmussen脳炎治療に対する保険適用がないタクロリムスの有効性・安全
性を日本において論文化し、確かめることができ、2022年に適応外使用を厚労省から承認され
た。Rasmussen脳炎の10例前後に投与中であり、さらに継続して安全性などを見ていく。

未解決の遺伝学的背景があると思われる未診断症例に対して、全ゲノムシークエンスやロング
リードシークエンスなどの新しい網羅的遺伝学的解析技術を追加し、候補バリアントの同定を試
みる。


